


 

プロジェクト・研究成果の概要（２／２） 

 

プロジェクトの研究成果の概要 

  構造物の長寿命化の実現を目指して、300 年橋梁、200 年建築と言われて久しいが、ミニマムメンテ

ナンスの実施により実現不可能ではなくなりつつある。 
  本研究では、次のような成果が期待される。 
  ・100 年の耐久性が保証できる橋梁構造の創造が可能となる。 
  ・既存橋梁も大幅な長寿命化が可能となる。 
  ・橋梁の維持管理費の大幅低減が可能となる。 
すなわち、研究方針において、特に提供できる内容として記述した以下の項目へと昇華させることが重

要である。 
  ａ）滞水や漏水のない排水構造と排水設備の維持・更新戦略 
  ｂ）排水設備の機能的長寿命化に資する排水構造と架設精度 
  ｃ）橋梁の耐久性向上に資する定期点検手法 
  ｄ）既設橋梁の耐久性向上に資する改善手法 

 
 今年度においては、予定していた次の４つの項目、 (1)腐食による損傷データの収集と分析ならびに健全橋

梁の分析と、それらに基づいた腐食マトリックスの検討、(2)試験施工橋梁のモニタリング方法の検討ならびに実

施、(3)橋面排水の定量的把握ならびに実データ収集、(4)技術標準案の検討、において、次のような成果を挙げ

ることができた。 

 (1) 腐食による損傷データの収集と分析ならびに健全橋梁の分析と、それらに基づいた腐食マトリックスの検討 

腐食による損傷データに加えて、腐食損傷のない橋梁データを収集し、腐食マトリックスの具体的な指標作成

に取り組んだ。具体的には、指標値を試算し、その区分の閾値ついて検討を加えた。 

 (2) 試験施工橋梁のモニタリング方法の検討ならびに実施 

桁端の防食機能を高めた浅水川橋の桁端部において、付着塩分量と被覆膜厚の測定と、桁端を排水構造と

した山添橋の排水槽において、機能性保持と異常の 

有無の確認を行った。 

 (3) 橋面排水の定量的把握ならびに実データ収集 

    孝子ランプ橋において、散水実験を実施し、橋梁排水 

の実測データと、数値計算のための検証データを得た。 

これにより、橋梁排水の簡易モデルの提案に弾みがつい 

た。 

 (4) 技術標準案の検討 

   腐食マトリックスを活用して耐食性を選択できる手法を 

  取り込んだ技術標準案の目次と内容案をを提示した。 

以上、平成 29 年度に計画した項目をほぼ予定通りに終えた。 

また、最終年度に予定している技術標準案の策定について、 

予想されるものについて項目出しを行うことができた。 


